
 

モジュール6：物語の記録、共有、そして尊重 

​
1. なぜこれが重要なのか 

物語を記録することは、ほんの始まりに過ぎません。アーカイブ化することで、物語は安全かつ

整理された状態で保存されます。共有することで、物語は再び命を吹き込まれます。そして、敬

意を払うことで、物語は本来受けるべき敬意と尊厳をもって扱われるのです。 

​
2. アーカイブオプション 

自分に合った方法を一つ選んでください。 

シンプルなスターターシステム 

●​ メインフォルダを作成します。家族の物語。​
 

●​ 内部に4つのフォルダを作成します。​
01 オリジナル（未録音音源）​
02 コピーの共有（共有する小さなファイル）​
03 トランスクリプトとメモ​
04 同意と情報​
 

●​ ファイル名を以下のように指定してください。姓_名_年/日付_トピック ​
（例えば。：Yada_Ryan_2025-08-23_お正月.mp4）​
 

●​ 日付、名前、種類、保存場所、メモなど、簡単な記録を残しておきましょう。​
 

詳細アーカイブシステム 

●​ フォルダ構造とメタデータログには、提供されているツールキットのテンプレートを使用し
てください。​
 

●​ 以下のように整理します。出典元、作業用資料、派生資料、転写・翻訳、メタデータ。​
 

●​ 「3-2-1ルール」に従ってください。コピーは3部、保管方法は2種類、オフサイト保管は1箇
所です。​
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3. ストーリーを共有する 

●​ 家族内：共有フォルダ、メール、USBメモリ、またはより小さな「共有コピー」。​
 

●​ クリエイティブなプロジェクト：同窓会用の絵本、ポスター、スライドショーなど。​
 

●​ 地域アーカイブ：博物館、文化団体、政府機関のアーカイブ、または大学のアーカイブに
（許可を得て）複製を寄贈する。。​
 

●​ デジタルストーリーバンク：NotebookLMなどのツールにトランスクリプトをアップロードし
て、インタラクティブで検索可能なコンテンツを作成しましょう。​
 

4. 語り手を称える 

●​ 同意する：署名済みの同意書のデジタルコピーは、必ずファイルと同じフォルダに保存し
てください。​
 

●​ 尊敬：語り手のプライバシーや制限に関する希望に従ってください。​
 

●​ 祝う：家族の集まりで物語を朗読したり、子供たちと共有したり、毎月1つずつ取り上げた
りしてみましょう。​
 

●​ 認める：家族の物語の中にある喜びと苦しみ、その両方を受け入れる余地を残しましょ
う。​
 

5．振り返りのためのヒント 

●​ 今のあなたにとって、シンプルなアーカイブシステムと詳細なアーカイブシステムのどちら
が最適でしょうか？​

 
●​ これらの話を誰と共有したいですか？​

 
●​ 物語を語る人に敬意を表する方法の一つとして、どのようなものがありますか？​

 

​
6. インスピレーションを与える名言 

「私たちが物語をアーカイブし、共有し、尊重するとき、それは単にファイルを保護しているだけで

はありません。私たちは生きた記憶の宝庫、つまり過去を保存し、現在をつなぎ、未来を形作るも

のを創造しているのです。」 

2 



 
 

関連ツールキットセクション： 

●​ 家族の物語アーカイブ – 簡単な入門ガイド​
 

●​ デジタルアーカイブ整理テンプレート​
 

●​ 同意書テンプレート​
​
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